



































ついては、韓国でも興味深い事件がありましたので、ご紹介したいと思います 2）。去る 2012 年 4月 11





























して来ましたが、安重根義士紀念館の新築再開館をきっかけに、 2011 年 3 月に館長を引き受けることに













































































































ここで話題を変えまして、1910 年 3月 26日の安重根義士殉国の後に、残された家族たちがどのよう
な人生を送ったのかについて少しご紹介いたします。特に私は親族の一員としてこの部分について考え
ることが多いのです。疑いなく、安義士の義挙は残された家族たちの人生に大きな影響を及ぼしました。





















































現在までその所在は把握できていません。安重根義士が殉国してから 100 年と 3年が経ちましたが、私
たち韓国国民は最も尊敬し、愛して止まない代表的な愛国志士の遺言に従うことができないでいます。
この間、韓国と北朝鮮、そして中国が合同で旅順監獄周辺を数次に亘り調査しましたが、いまだに結





















































































１）　 趙東成氏は 1949 年ソウル生まれ。1976 年ハーバード大学で経営学博士学位を取得。現在ソウル大学校経営大
学教授。主著に『21世紀のための経済学』（ソウル経済経営・2006 年）など多数ある。
２）　 セヌリ党のソウル江南区公認候補であったパク・サンイル（ベンチャー企業協会副会長）が投票日直前の 2012
年 3月 14 日に公認を取り消された事件のこと。同年 3月 8日に発行された自著のなかで「独立軍は小規模テ
コリア研究  第４号
-158-
ロ団体の水準」であると書いていたことが問題視された。
〈付記〉講演者は安重根義士紀念館とソウル大学校経営研究所の支援を受けてこの講演を準備した。
